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可

鈴⽊ 絢⼦、関 真秀

バイオインフォマティクス、⼤規模シー
クエンスデータ解析、オミクス解析、シ
Bioinformatics, Next-generation
sequencing analysis, Multi-omics

バイオデータプログラミング演習II

「バイオデータプログラミング演習II」では、現在、先駆的に開発され試⽤が開始されている情報解析ツール群を⽤
い、その利⽤法について、実データを⽤いた実践的演習形式で習熟する。⽣物学的に解析意義をもった実データに対
して、データの抽出と解釈、それぞれの⽬的に即した考慮条件およびパラメーター等の解析条件を最適化する⼿法を
習得する。

演習形式で、実際に⼤規模シークエンスデータの解析を⾏う。

 5. シングルセル解析 発展

⽊曜4限・5限

11/24（⽊）

 1. 計算機環境の説明、オミクス解析準備

12/8（⽊）

 2. オミクス解析（トランスクリプトーム・エピゲノム）

12/15（⽊）

 3. オミクス解析（ゲノム）

12/22（⽊）

 4. シングルセル解析 基礎

1/12（⽊）

1/19（⽊）

 6. ロングリード解析

1/26（⽊）

 テスト

1/2



授業の⽅法

／Teaching Methods

成績評価⽅法

／Grade Evaluation

教科書

／Textbook

参考書

／Reference

履修上の注意

／Notes on Taking the Course

関連ホームページ

／Course-Related Websites

その他

／Others

メールアドレス

／e-mail address

授業使⽤⾔語

／Language Used in Class

出席、e-learningによる習熟度確認テスト、および、最終開講⽇に⾏う試験の結果による。

詳細は下記HPを参照ください。

http://dstep.cbms.k.u-tokyo.ac.jp/

演習形式で、実際に⼤規模シークエンスデータの解析を⾏う。授業コンテンツおよび習熟度確認テストは、講義終了
後にe-learning形式でも提供する。

zoomによるオンライン授業を⾏う。

Online class (Zoom)

dstep@edu.k.u-tokyo.ac.jp

⽇本語

「東⼤式 ⽣命データサイエンス即戦⼒講座」⽺⼟社

特になし

バイオデータプログラミング演習I既習相当の情報解析⼒を前提としているため、履修希望者の数によっては、第⼀回
の講義で簡単な確認テストを⾏う場合がある。基本的な情報リテラシーを問うものであるので、受講者はこのテスト
に合格できることが望ましい。テストの内容は、基礎的なlinuxコマンド、簡単なプログラミング（ファイルの開閉、
⽂字列の検索・抜き出しなど︔ ⾔語は問わない）等を想定している。

受講者はMacまたはWindowsノートPCを⽤意する必要がある。第⼀回の講義で計算機環境のアカウント配布や解析
準備を⾏う予定なので、履修者は第⼀回の講義を必ず受講するものとする。

http://dstep.cbms.k.u-tokyo.ac.jp/
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